
「ＨＰＶワクチン（子宮頸がんワクチン）についての会員アンケート調査」 結果のま
とめ 

大阪小児科医会ではHPV ワクチン（子宮頸がんワクチン）接種について前向きに
取り組みたいと考え、先日、会員を対象に HPVワクチンの接種の現状や意見につい
て、調査を行いました。ご協力いただきました会員の皆様にお礼申し上げます。 

アンケートの回収率は 28.6%(回答者数 200 名)でした。結果をまとめますと、回答者
の 44％（89人）はHPV ワクチンを接種していました。さらに「積極的勧奨があれば
接種を再開する」29％と、全体の 73％が接種に積極的な意見があることが示されまし
た。64％（128 人）は接種に対して「まったく、またはどちらかというと不安がな
い」と回答し、家族に対象者がいる場合に「勧める」と答えた方は 83％（167人）に
上りました。しかし、最近 6 か月間の接種本数は「1～10 本」の方が最も多く
（79％）、積極的勧奨差し控え前に比べると接種数が少ないことが分かります。ま
た、医療者側が勧めたときに接種に繋がる割合は「20％未満」が 55％と最も多く、
「20％～40％」が 14％と、勧めるだけで接種に繋がる状況には未だ至っていないこと
が明らかになりました。自由記載では、「一日でも早く再開してほしい」「有害事象
は諸外国と差が無いことが証明されているのに再開しないことはおかしい」など早期
の積極的勧奨の再開を望む声が多く、積極的勧奨再開に対する思いが伝わってくるも
のでした。その他「正しい情報の啓発が必要」「早期の 9価の導入を」「まだ接種に
対する不安がある」「小児科医会にも活動してほしい」などの意見が上がっていまし
た。また、「どちらかというと不安・非常に不安」は計 35％で、その内容は痛みや多
様な症状に関するものでした。以上の結果から、より多くの方に接種を受けてもらう
には、科学的に正確で、さらに副反応に対するセーフティネットを含めた情報を医療
者側と被接種者側の両方に発信していく必要があることが示唆されました。また、行
政による個別通知や国による積極的勧奨の再開が実質的な接種再開に向けて重要であ
ることも確認され、行政への働きかけについても検討していく所存です。 
 感染症対策委員会では 2019年 12月 24日に号外 ISOP(Information Service for Osaka 
Pediatricians: メールによるニュースレター)で、【ヒトパピローマウイルス（HPV）
ワクチンと大阪小児科医会の対応について】の情報提供を行いました。今回のアンケ
ート結果とともに、参考にしていただけましたら幸いです。（ISOP 号外はこちら） 

                （プライマリ・ケア部会 感染症対策委員会） 

  

http://www.osk-pa.or.jp/wp-content/uploads/2020/04/isop-20191224.pdf


 

調査期間：2020 年 1 月 23 日～2 月 2 日 
発送数：700件（メール配信 608 件、FAX 送信 92 件） 
回答数：200件（ウェブ回答 175 件、FAX 回答 25 件）（回収率 28.6％） 

・年齢層   30 歳～    ４％ 
       40 歳～    14％ 
       50 歳～    27％ 
       60 歳～    41％ 
       70 歳以上   14％ 

・勤務形態  診療所勤務   71％ 
       病院勤務    26％ 
       その他     3％  
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Q. 積極的勧奨差し控え勧告以後のHPVワクチンの接種状況や接種の意
向について最も当てはまるものは次のうちどれですか？ (n=200)
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いる医師は 44％ 
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Q. 現在接種を行なっている方の最近６か月間のおおよその接種本数を
教えてください。(n=93)
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Q. 対象年齢の児が来院された時の対応について教えてください。
(n=200)
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Q. 医療者側からHPVワクチンの接種を勧めた時に接種される割合につ
いて大まかな印象を教えてください。(n=76)
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Q. HPVワクチンを接種することに対して、他のワクチンと比較して不安
がありますか？ (n=199)



 

 

注射部位の一時的な痛み・腫
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Q. 「どちらかというと不安がある」「非常に不安がある」と回答
された方への質問です。HPVワクチン接種について、どのような
不安がありますか？(n=102)
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Q. ご家族に対象者がおられた場合、HPVワクチンの接種を勧めますか？
(n=200)
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Q. HPVワクチンの安全性や有効性について情報提供した、昨年12月
の号外ISOPについてどのように感じられましたか？ (n=195)

ISOP: Information Service for Osaka Pediatricians (メールによるニュースレター) 


